
第
一
章

丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞
の
歩
み

第
一
節

実
行
委
員
会
の
概
要

丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞
(
以
下
丸
山
賞
と
略
記
す
る
)
は
平
成
三
年
十

一
一
月
二
十
六
日
に
「
丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞
実
行
委
員
会
」
第
一
回
会
議

が
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
の
会
議
で
は
委
員
の
決
定
、
実
行
委

員
会
会
則
な
ど
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
に
提
出
さ
れ
た
「
丸
山
豊

記
念
現
代
詩
賞
運
営
要
項
」
が
こ
の
賞
の
設
立
の
目
的
な
ど
を
明
ら
か
に

し
て
お
り
、
概
略
を
紹
介
す
る
。

ー
・
基
本
的
な
考
え
方
|
伸
び
や
か
な
個
性
を
育
む
文
化
都
市
づ
く
り

久
留
米
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
始
ま
る
十
カ
年
間
の
第
三
次
総
合
計
画

に
お
い
て
、
め
ざ
す
べ
き
四
つ
の
都
市
像
を
定
め
た
。
そ
の
都
市
像
の
第

一
に
掲
げ
た
の
が
「
伸
び
や
か
な
個
性
を
育
む
文
化
都
市
」
で
あ
る
。

こ
の
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
文
化
都
市
づ
く
り
の
施
策
の
一
つ
に
丸
山

豊
記
念
の
現
代
詩
に
関
す
る
賞
を
と
り
あ
げ
、
今
後
継
続
的
に
実
施
す
る

こ
と
と
し
た
。
そ
の
趣
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

(
1
)
文
化
の
発
信
地
と
し
て
日
本
の
現
代
詩
の
発
展
に
寄
与

久
留
米
を
中
心
と
し
た
筑
後
地
方
は
、
以
前
よ
り
芸
術
面
で
数
多
く
の

人
材
を
育
ん
で
い
る
。
こ
の
豊
か
な
風
土
は
、
近
代
で
は
明
治
ロ
マ
ン
派

の
画
家
青
木
繁
を
始
め
と
し
て
、
今
日
の
現
代
打
情
詩
の
先
達
者
丸
山
豊

に
い
た
る
ま
で
、
そ
の
道
を
代
表
と
す
る
人
々
を
生
み
出
し
て
き
た
。

今
回
こ
の
文
学
賞
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
化
都
市
久
留
米
に
永

年
育
ま
れ
て
き
た
芸
術
文
化
の
土
壌
を
背
景
に
、
真
に
文
化
の
発
信
地
と

し
て
、
広
く
日
本
の
文
学
界
の
発
展
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
2
)
郷
土
が
生
ん
だ
偉
大
な
詩
人
「
丸
山
豊
」
の
顕
彰

丸
山
豊
は
、
そ
の
文
化
活
動
に
対
し
て
一
九
七
三
年
久
留
米
市
文
化
賞
、

一
九
七
四
年
西
日
本
文
化
賞
を
受
賞
し
た
ほ
か
、
海
外
に
お
い
て
も
一
九

六
九
年
、
ア
ラ
ゴ
ン
主
宰
の
「
フ
ラ
ン
ス
文
学
(
戸
同
ω
F
2
1
1『
国
間
印

可
S
2
2
@
ω
)
紙
上
で
「
十
人
の
日
本
詩
人
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
ま
た

一
九
八
九
年
、
日
本
現
代
詩
人
会
が
主
宰
す
る
「
四
日
本
の
詩
祭
」
に
お

い
て
、
こ
れ
ま
で
室
生
犀
昼
、
堀
口
大
学
、
草
野
心
平
な
ど
が
受
賞
し
た

先
達
詩
人
顕
彰
を
受
け
る
な
ど
、
日
本
現
代
詩
に
お
け
る
代
表
的
な
詩
人

で
あ
る
。

丸
山
豊
は
、
現
代
日
本
に
お
け
る
叙
情
詩
の
中
で
輝
か
し
い
業
績
を
残

し
た
の
み
な
ら
ず
、
以
前
よ
り
後
進
の
指
導
に
も
努
め
、
そ
の
中
か
ら
輩

出
し
て
き
た
人
の
中
に
は
今
日
の
文
学
を
担
っ
て
い
る
人
々
も
少
な
く
な

く
、
郷
里
久
留
米
で
も
現
代
詩
研
究
会
を
長
年
主
宰
す
る
な
ど
、
地
域
の

文
学
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
成
し
た
。

そ
の
功
績
を
顕
彰
し
、
広
く
一
般
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
現
代

詩
に
対
す
る
意
識
向
上
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
3
)
優
れ
た
詩
人
の
発
掘
と
創
作
活
動
の
奨
励

丸
山
豊
の
優
れ
た
業
績
を
記
念
す
る
全
国
有
数
の
文
学
賞
と
し
て
、
多

く
の
詩
人
達
が
こ
の
賞
を
め
ざ
す
こ
と
に
よ
り
、
創
作
活
動
に
刺
激
を
与

え
、
奨
励
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
4
)
都
市
イ
メ
ー
ジ
と
芸
術
文
化
風
土
の
向
上

こ
の
文
学
賞
を
媒
介
と
し
て
、
「
芸
術
の
ま
ち
久
留
米
」
を
全
国
的
に

ア
ピ
ー
ル
し
、
都
市
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
と
と
も
に
、
全
国
レ
ベ
ル
の
詩

人
の
作
品
や
講
演
に
市
民
が
直
接
接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
芸
術

文
化
風
土
の
質
を
さ
ら
に
高
め
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

2

・
事
業
内
容

過
去
一
年
間
の
現
代
詩
に
関
わ
る
刊
行
物
を
受
賞
対
象
と
し
た
文
学
賞

(
1
)
名
称
丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞

(
2
)
資

格

日

本

国

内

在

住

者
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(
3
)
対
象
作
品
選
考
の
年
の
前
年
一
年
間
に
園
内
で
刊
行
さ
れ
た
現

代
詩
に
関
わ
る
刊
行
物
で
、
そ
の
奥
付
に
発
行
日
の
記
載
が
あ
る
物

(
4
)
賞

丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞

(
7
)
 
選
考
方
法

審
査
員
に
よ
る
選
考

3
・
運
営

(
1
)
事
業
の
運
営

①
実
行
委
員
会
を
構
成
し
、
同
委
員
会
が
具
体
的
な
実
施
機
関
と
な
る
。

委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー氏

名
石
原
亨

井
上
英
夫

内
田
栄
一

岡
村
繁

桑
野
善
吾

古
賀
ユ
キ

小
林
秀
樹

高
士
奥
市

丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞
実
行
委
員
会

久
留
米
市

(
2
)
選
考
方
法

安
西
均
氏
(
元
日
本
現
代
詩
人
会
会
長
)

に
選
考
を
委
嘱
す
る
。

久
留
米
市

報
道
七
社
会

久
留
米
市
議
会

久
留
米
大
学

久
留
米
市
教
育
委
員
会

久
留
米
連
合
文
化
会

久
留
米
商
工
会
議
所

信
愛
女
子
短
期
大
学

②
主
催

(
略
)

(
後
略
)

副 一
賞 点

賞
状一O

O
万
円

役
職
名

助

役

西
日
本
新
聞
久
留
米
総
局
長

副
議
長

法
学
部
教
授

教
育
長

副
会
長
(
文
学
関
係
)

専
務
理
事

児
童
学
科
教
授

(
図
書
館
長
)

並
び
に
川
崎
洋
氏

(
詩
人
)

第
二
節

実
行
委
員
会
委
員
の
変
遷

実
行
委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
第
一
回
の
実
行
委
員
会
で
決
定
さ
れ
、

構
成
を
基
本
的
に
変
え
ず
に
一
一
十
五
固
ま
で
維
持
さ
れ
て
い
る
。
委
員
の

変
遷
は
第
1
表
に
示
し
て
い
る
。
実
行
委
員
会
の
事
務
局
は
第
一
回
か
ら

第
六
固
ま
で
は
久
留
米
市
文
化
部
生
涯
学
習
課
が
担
当
し
、
第
七
回
に
は

事
務
局
が
市
民
文
化
部
文
化
振
興
室
と
な
り
、
第
六
回
か
ら
は
、
久
留
米

の
幹
事
は
廃
止
さ
れ
山
本
源
太
氏
の
み
が
幹
事
で
あ
っ
た
が
、
第
七
回
か

ら
委
員
と
な
り
、
実
行
委
員
会
委
員
の
み
に
な
っ
て
い
る
。
平
成
十
年
(
第

八
回
)
か
ら
は
事
務
局
を
財
団
法
人
久
留
米
文
化
振
興
会
が
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

実
行
委
員
会
会
長
は
久
留
米
大
学
の
法
学
部
長
岡
村
繁
氏
に
第
五
回
迄

担
当
い
た
だ
い
た
が
、
久
留
米
大
学
に
文
学
部
が
開
設
さ
れ
る
に
伴
い
、

歴
代
の
文
学
部
長
に
お
願
い
し
て
い
る
。
副
会
長
は
副
市
長
(
助
役
)
、

久
留
米
市
教
育
委
員
会
教
育
長
及
び
西
日
本
新
聞
久
留
米
総
局
長
に
委
員

を
委
嘱
し
て
い
る
。

ま
た
、
監
事
は
久
留
米
商
工
会
議
所
専
務
理
事
と
久
留
米
市
議
会
副
議

長
に
お
願
い
し
て
い
る
。
文
学
関
係
者
と
し
て
高
士
奥
市
氏
(
児
童
文
学

者
)
と
江
頭
肇
(
松
原
新
一
)
氏
に
委
嘱
し
、
江
頭
氏
は
平
成
二
六
年
に

亡
く
な
る
ま
で
十
三
一
年
も
委
員
を
務
め
、
氏
の
賞
の
発
展
へ
の
貢
献
は
大

き
い
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
山
本
源
太
氏
(
詩
人
・
陶
芸
家
)
に
は
第
一

回
か
ら
第
六
固
ま
で
は
幹
事
と
し
て
、
七
回
以
降
は
委
員
と
し
て
第
一

一十

五
固
ま
で
永
年
に
わ
た
り
丸
山
賞
の
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
。
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第 1表 丸山豊記念現代詩賞実行委員会名簿(第1固から第25固)

会長 副会長 監事 委員 委員 委員 委員 幹事

第 1回 岡村繁 石原亨 内田栄一 井上英夫 桑野善吾 I同士奥市 諸藤成信

古賀ユキ 小林秀樹 山本源太

第 2回 岡村繁 石原亨 内回栄一 桑野善吾 桜井弥久 高士奥市 諸藤成信

古賀ユキ 小林秀樹 山本源太

第 3回 岡村繁 石原亨 牟回晃 桜井弥久 桑野善吾 高士奥市 諸藤成信

古賀ユキ 小林秀樹 山本源太

第4回 岡村繁 古賀ユキ 牟回 晃 松永年生 桑野善菩 高士奥市 中井和広

小林秀樹 山本源太

第 5回 岡村繁 古賀ユキ 野中一浩 松永年生 桑野善吾 I奇士奥市 山本源太

小林秀樹 音丸太

第 6回 鈴木贋 古賀ユキ 野中一浩 郡田 弘 桑野善吾 両士奥市 山本源太

木下隆一 小林秀樹

第 7回 鈴木康 古賀ユキ 田中多門 桑野善吾 高士奥市 橋爪正道 山本源太

木下隆一 小林秀樹

第 8回 堂前亮平 古賀ユキ 田中多門 桑野善吾 高土奥市 橋爪正道 山本源太

木下隆一 小林秀樹

第 9回 堂前亮平 古賀ユキ 石橋カ 桑野善吾 高士奥市 中本勝 山本源末

赤司睦広 小林秀樹

第10回 堂前亮平 古賀ユキ 石橋カ 石川集充 江頭肇 中本勝 山本源太

赤司睦広 小林秀樹

第11回 岸チズ子 大津留敬 佐藤品二 石川集充 江頭肇 岩尾清治 山本源太

赤司睦広 古賀義幸

第12囲 岸チズ子 大樟留敬 古賀義幸 岩尾清治 江頭肇 山本源太 石川集充

坂本正憲 佐藤品二

第13回 岸チズ子 大津留敬 原忠雄 古賀和裕 江頭肇 山本源太 石川集充

坂本正憲 古賀義幸

第14回 岸チズ子 国内正宏 原忠雄 古賀和裕 江頭肇 山本源太 石川集充

坂本E憲 古賀義幸

第四回 中西吉則 国内正宏 吉田帰命 大森伸昭 江頭肇 山本源太 石川集充

坂本正憲 古賀義幸

第16回 中西吉則 国内正宏 吉田帰命 大森伸昭 江頭肇 山本源太 石川集充

坂本正憲 古賀義幸

第17回 中西吉則 国内正宏 秋吉政敏 大森伸昭 江頭肇 山本源太 石川集充

楢原利則 古賀義幸

第18回 中西宮則 国内正宏 秋吉正敏 玉井行人 在頭車 山本源太 堤正則

楢原利則 古賀義幸

第四回 木藤恒夫 深野亨輔 原日新五 玉井行人 江頭肇 山本源太 堤正則

古賀義幸

第20回 木藤恒夫 橋本政孝 原口新五 玉井行人 江頭肇 山本源太 堤正則

深野亨輔 古賀義幸

第21回 木藤恒夫 橋本政孝 堀田富子 玉井行人 江頭肇 山本源太 堤正則

深野亨輔 古賀義幸

第22回 木藤恒夫 橋本政孝 堀回富子 青木忠興 江頭肇 山本源太 堤正則

深野亨輔 穴見英二

第23回 遠山澗 橋本政孝 金丸憲市 青木忠興 山本源太 堤 E貝リ

谷川|章子 穴見英ニ

第24回 調崎裕子 橋本政孝 金丸憲市 古賀 忠 山本源太 堤正則

谷川|章子 穴見英三

第25回 演崎裕子 橋本政孝 森多二郎 古賀 忠 山本源太 堤正則

佐困朝裕 穴見英二

備考 会長は久留米大学文学部長に委嘱している。

副会長は久留米市助役(副市長)、久留米連合文化会副会長に委嘱

監事は久留米市議会副議長、久留米商工会議所専務理事に委嘱

委員は西日 本新聞社久留米総局長、詩人、文芸評論家、久留米市教育委員会教育長に委嘱

幹事は第7回以降は廃止した。
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幹事

平川紘一

平川紘一

中井和広


